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＜ひなまつりの集い＞
※日 時     ２月２４日(日)１０：３０～

※場 所     大成図書館児童室

※内 容   ひなまつりに関する絵本の読み聞かせや、

おひなさまの工作をする予定です。
         

         

                 

        

＜クリスマスの集いの様子＞
１２月１６日(日)大成図書館でクリスマスの集いが行われ16人の参加がありました。ボ

ランティアの荒谷さんに絵本の読み聞かせをしていただいた後、子ども達と「ツリーの

飾りつけ」をしました。飾り付けの後は、「く

じ引き」です。今回は番号を書いたクジを、

子供たち全員に引いてもらい、同じ番号の

付いたプレゼントと交換しました。来てくれ

た子供たち全員にクリスマスプレゼントが

渡せたので、ホッとしました。次はケーキ

作りです。一緒に来ていただいたお母さん

達にケーキとトッピング用のチョコを準備し

てもらい、ホイップクリームで思い思いの

ケーキを作り、皆で楽しく食べました。お手

伝いしていただいたお母さま方、ありがと

うございました。

１月 27 日(日)に節分の集いがあります！

みんなとの豆まきを楽しみにしていますの

で、たくさん参加してくださいね！

                



＜２月の各施設の開館情報＞

せたな町情報センター （北檜山区北檜山 266 番地 ℡ 0137-84-5342）

◆開館時間：１０時～１８時

◆休 館 日：2 月 4 日（月）・12 日(火）・18 日(月）・25 日(月)

瀬棚図書センター （瀬棚区本町 728 ℡ 0137-87-3901）

◆開館時間：9 時 30 分～１７時

◆休 館 日：2 月 4 日（月）・12 日(火）・18 日（月）・25 日(月）

（年末年始及び図書整理日等の臨時休館日除く）

大成図書館 （大成区都３８６番地 ℡ 01398-4-6161）

◆開館時間：１０時～１７時

◆休 館 日：ありません （年末年始及び図書整理日等の臨時休館日除く）

（正午から午後１時まで休館しています。）

     

〔 本のリクエストや読みたい本はありませんか？ 〕
図書施設では、新刊書を中心に定期的に図書の購入をしております。購入に際して

は、新刊情報などをもとに町民のニーズに合うように心がけておりますが、全てに対

応できているとはいえません。町民のみなさんからのリクエストがありましたらお近く

の施設にお申し出下さい。

※（リクエストに応えられない場合もありますのでご了承下さい）

＜わたしのとびっきりの一冊＞
図書館に勤務して 8 年目を迎えました。この間、多くの本との出会いがありましたが、とても感動し

た本、おもしろかった本などもたくさんありました。その一部をご紹介し、ぜひ皆さんにも手にとってい

ただきたい本をご紹介します。  （大成図書館 佐藤）

◆ 「欠落」・ 今野 敏 著

同期の女刑事が身代わりとして監禁事件の人質に。捜査一課の刑事・宇田川は殺人事件を追い

ながら……。『同期』シリーズ待望第２弾！

◆ 「かいけつゾロリなぞのスパイとチョコレート」・原 ゆたか 著

バレンタインデーにチョコレートをもらって、うきうきのゾロリは、どうやらだれかにつけられているよ

うだ。絶体絶命の大ピンチ。

＜平成２４年度児童・生徒の読書感想文を募集中！＞
子どもの読書普及を図る目的で発行する読書感想文集の原稿を、町内小中

学生を対象に募集しております。応募に関しては、各学校を通して児童生徒に

お知らせしますので、多数応募くださいますようお願いいたします。学校から提

出された原稿については、１冊の読書感想文集として、応募いただいた皆様に

配布いたします。



◆『欠落』                今野 敏 著               (一般書)
同期の女刑事が身代わりとして監禁事件の人質に。捜査一課の刑事・宇田川は殺人事件を追いながら……。

『同期』シリーズ待望第 2 弾！

◆『いつまでもショパン』         中山 七里 著          (一般書)
橋本愛主演の映画化で話題、「さよならドビュッシー」シリーズの最新刊が登場！ ポーランドで行なわれるショパ

ン・コンクールの会場で、殺人事件が発生。遺体は、手の指１０本が全て切り取られるという奇怪なものだった。コ

ンクールに出場するため会場に居合わせた岬洋介は、取り調べを受けながらも鋭い洞察力で殺害現場を密かに

検証していた。さらには会場周辺でテロが多発し……。

◆『聞く力』               阿川 佐和子 著           （一般書）
「週刊文春」の名物連載対談「阿川佐和子のこの人に会いたい」が９００回を超えた阿川佐和子さん。１８年もの

長きに渡って読者の支持を得てきたのは、堅物の企業経営者、大物女優から、１０代のアイドルまで、老若男女

とわず本音を引き出してきたからでしょう。「相槌をケチらない」「『分かります』は禁句」「楽しそうに聞く」「事前に

用意する質問は３つまで」など、名インタビュアーがビジネスにも通じる“聞く極意”を伝授します。

◆『55 歳からのハローライフ』         村上 龍 著         （一般書）
人生でもっとも恐ろしいのは、後悔とともに生きることだ（『結婚相談所』）。生きてさえいれば、またいつか、空を

飛ぶ夢を見られるかも知れない（『空を飛ぶ夢をもう一度』）。お前には、会社時代の力関係が染みついてるんだ

よ（『キャンピングカー』）。夫婦だからだ。何十年いっしょに暮らしてると思ってるんだ（『ペットロス』）。人を、運ぶ。

人を、助けながら、運ぶ。何度も、何度も、そう繰り返した（『トラベルヘルパー』）。ごく普通の人々に起こるごく普

通な出来事を、リアルな筆致で描き出した村上龍の新境地。

◆『冷血 上・下』               高村 薫 著           (一般書)
クリスマス前夜の「一家四人殺し」―数多の痕跡を残しながら、逃走する犯人たち。翻弄される警察組織の中で、

合田がふたたび動き出す。犯行までの数日間を被害者の視点・犯人の視点で描く第一章「事件」、発生から犯人

確保までの２ヶ月を描く第二章「警察」を収録

◆『生存者ゼロ』             安生 正 著               (一般書)
第１１回『このミステリーがすごい！』大賞受賞作は、派手なアクションも見物、壮大なスケールで「未知の生物」と

の闘いを描くパニック・スリラーです。北海道根室半島沖の北太平洋に浮かぶ石油採掘基地で、職員全員が無

残な死体となって発見された。原因はテロ攻撃か、謎の病原菌か……。未知の恐怖が日本に襲いかかる！

◆『人質』                 佐々木 譲 著              (一般書)
「謝ってほしいんです。あのときの県警本部長に。ぼくが要求するのはそれだけです」５月下旬のある日。生活安

全課所属の小島百合巡査部長は、以前ストーカー犯罪から守った村瀬香里との約束で、ピアノのミニ・コンサート

へ行くことになっていた。香里よりひと足先に、会場である札幌市街地にあるワイン・バーに着いた小島は、そこ

で人質立てこもり事件に遭遇する。犯人は強姦殺人の冤罪で４年間服役していた男。そのコンサートの主役は、

来見田牧子、冤罪が起きた当時の県警本部長の娘だったのだ―。一方、同日の朝に起きた自動車窃盗事件を

追っていた佐伯宏一警部補は、香里から連絡を受け、事件現場へ向かったのだが…。

◆『ガムボールマシーン』                美嘉 著         (一般書)
見たい夢が見られると親友の美衣子にすすめられ、枕カバーの中に、にじんだ失敗写真を入れた千春。するとな

ぜか、カムボールマシーンの夢を見た。赤、青、黄、紫、桃…、夢を見るたびに違う色のガムを手にする千春は、

その色ごとに違う男の子と夢の中で恋をする。５つの恋の先に千春が見つけた真実の恋とは…！？-。

◆『めんのめんめん』               庄司 三智子 著        （児童書）
てんぷらそばにナポリタン、カレーなんばん、フォー、チャプチェ つるつる ずるずる もぐもぐもぐ せかいかくち

の めんの めんめん、われも われもと ごたいめん。

◆『ねむりひめ』                 荒井 良二 著         (児童書)
連続テレビ小説『純と愛』のドラマに登場した不朽の名作『ねむりひめ』を、『純と愛』のオープニングの原画を担当

する世界的な絵本作家・荒井良二さんが新たに描く。オリジナリティあふれる世界観と、描き下ろしによる心温ま

る絵や文章で贈る、子どもから大人まで幅広く楽しめる愛蔵版絵本。

◆『NARUTO 63 巻』              岸本 斉史 著       （コミック）

※発売日前・予約中のものもありますので、図書の有無については各施設にご確認下さい


